
投資事業評価調書（新規）

課室名 街 路 課 記入責任者職氏名 街路課長 加藤善典 内線 ４４７４
（担当者氏名） （大江 泰廣） （４４８０）

事 業 名 事業区間
事業種目 街路事業 都市計画道路 総事業費 約 億円20.0

尼崎宝塚線 末広工区 尼崎市末広町（ ） (うち用地補償

( ～大浜町県道尼崎港崇徳院線) 費 億円)12.6
すとくいん

所 在 地 着工予定年度 完成予定年度

尼崎市末広町～大浜町 Ｈ１４年度 Ｈ１６年度
事 業 目 的 事 業 内 容

○阪神間臨海部の交通体系強化
・国道４３号と阪神高速大阪湾岸線の連絡強化 道路改築（道路新設）

○広域ネットワークの強化 Ｌ＝４４５ｍ
・南北軸の強化による阪神間都市圏の広域的なネ Ｗ＝ ３０ｍ（４車線）

ットワークの強化
○国体関連

・Ｈ１８年夏季国体会場予定地への主要なアクセ
ス道路

評価視点
( )必要性1
○安全・安心 ・緊急輸送道路ネットワーク計画に位置づけられた緊急輸送道路

○地域の活性化 ・都市内道路ネットワークの形成
…尼崎臨海部と宝塚市等阪神北部を結ぶ阪神間の主要南北幹線とし

ての重要路線
・交通拠点へのアクセスの向上

…国道４３号と阪神高速大阪湾岸線（尼崎末広ランプ）を直結

○快適性・ゆとり ・街路緑化…広幅員植樹帯によるうるおいの確保
・良好な市街地形成…尼崎臨海西部区画整理事業の支援
・沿道景観形成支援…尼崎２１世紀の森構想を踏まえた景観形成

○その他 ・大規模イベント関連…Ｈ１８年夏季国体会場予定地への主要アクセス
の確保

・前後の区間の状況…隣接北側工区は市施行区画整理事業で事業中
区画整理事業～国道４３号は街路事業により事業中

( )2 有効性・効率性
○有効性 ・費用便益比Ｂ／Ｃ＝３．２

・阪神間の広域ネットワークの強化、阪神高速大阪湾岸線へのアクセス
機能の強化、尼崎臨海西部区画整理事業等と一体となった良好な市街
地形成等の効果が期待できる。

○効率性 ・事業用地の取得も順調に進む見通しであり、円滑な事業執行が可能で
ある。

( )環境適合性3 尼崎２１世紀の森構想をふまえた環境共生型まちづくりの推進のた
め、同構想の南北の緑の軸として緑豊かな自然環境の創出を図る。

( )優先性4 阪神間の広域ネットワークの強化、阪神高速大阪湾岸線へのアクセス
機能の強化等、多様な観点から整備の必要性が高く、事業中の区画整理
事業と一体的に整備することにより、相乗効果が期待できる。

また、平成１８年の夏季国体会場予定地への主要なアクセスでもある
ことから、早期に整備を行う必要がある。
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